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令和元年度 事後評価箇所表 

                                                                     担当課〔道路建設課〕 

番   号 １ 
事 業 名 

（路線名等） 

道路改築事業  

一般国道３６１号 上ケ洞バイパス 

事業実施  

箇    所 
高山市
た か や ま し

高根町
た か ね ま ち

上ケ洞
か み が ほ ら

 地内 
全体事業費 

（当初事業費） 

５４億 

（６０億） 

 採択年度 平成１５年度 完了年度 平成２９年度 

事後評価の実施基準 改良延長 L＝２．０ｋｍ以上 、 全体事業費１０億円以上 

 事業目的  

一般国道３６１号は、岐阜県高山市から長野県伊那市に至る延長約１１７km（県内延長約４５ｋｍ）

で、第２次緊急輸送道路にも指定されている重要な幹線道路である。本事業は、このうち高山市高根

町上ケ洞地内において２.１４ｋｍのバイパスを整備したものであり、雨量規制区間の解消、災害時に

有効に機能するネットワークの強化、隣接県との連携及び圏域間の連携強化・観光交流や産業振興の

推進を目的としている。 

 事業概要  

事業延長：２.１４ｋｍ  車道幅員：３．００ｍ×２車線 

主要構造物：高根トンネル Ｌ＝１，９８１ｍ 

      上ケ洞大橋 Ｌ＝８６ｍ 

 概 要 図  
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評価結果  

① 住民参加・協働による効果  

〇一般国道３６１号の沿線の市町村による観光ＰＲ活動が実施されている。 

○高根トンネル開通式には、地域住民も参加し事業への理解と愛着の醸成を図った。 

② 事業の効果  

○雨量規制区間の解消及び災害時に有効に機能するネットワークの強化 

・整備前の道路は幅員が狭く、雨量規制の通行止めが発生するなど緊急輸送道路として

は脆弱であったが、本事業により、円滑な交通、常時の通行を確保し、第２次緊急輸

送道路として防災拠点間を結ぶネットワーク機能の信頼性が向上した。 

○観光交流や産業振興の推進 

・上ケ洞バイパスの整備により高山市高根町及び長野県木曽町の観光資源へのアクセス

が向上した。また、高山駅と木曽福島駅の間で観光タクシーが試験的に運行されるな

ど、観光産業の推進に寄与された。 

○消防・救急活動への貢献 

・狭隘区間、線形不良区間の回避により、移動時間・搬送時間が短縮され、走行性も向

上したことで、搬送患者への負担が軽減された。 

○費用対効果分析 

・Ｂ/Ｃは１．１であり、一定の効果が見込まれる。 

③ 環境面への配慮  

○工区周辺に生息する希少猛禽類「クマタカ」に配慮し、モニタリング調査を実施し、有

識者のアドバイスを受けながら工事を実施した。 

④ 事業を巡る社会経済情勢等の変化  

〇平成３０年度に東海北陸自動車道の白鳥ICと飛驒清見IC間の４車線化工事が完了した。 

〇平成２５年度に国道４１号の高山国府バイパスが開通した。 

⑤ 利用者・地域住民等への効果  

〇地域住民アンケートでは、「整備に対する満足度」「地域にとっての有益性」の各項目

とも９割以上が効果を感じている。 

〇利用者ヒアリングでも、「所要時間短縮」「走行快適性・安全性向上」それぞれで９割

以上が満足・やや満足と回答し、効果を感じている。 

⑥ 対応方針(案)  

○今後の事業評価の必要性 

・今の段階では必要無し。 

○改善措置の必要性 

・今の段階では必要無し。 

○新規事業へ適用すべき留意点 

・希少種など、必要な環境調査を行い、環境に配慮した事業の実施を推進していく。 
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